



































































































































































































































が示すとおり、喫煙者率は、データ取得初年の 1976 年から 2016 年に至るまで一貫して















　日経テレコンで「禁煙」で検索した 1987 年から 2002 年の記事を元データ（使用文数




「禁煙」 検索記事を元に KH Coder で筆者作成 
順位 抽出語 回数 順位 抽出語 回数 順位 抽出語 回数
1 禁煙 3447 19 企業 78 37 情報 59
2 喫煙 450 20 拡大 77 38 全国 59
3 たばこ 387 21 オフィス 74 39 指定 59
4 社長 212 22 タイム 74 40 市場 57
5 全面 202 23 職場 73 41 場所 57
6 運動 185 24 ホテル 72 42 バス 56
7 席 178 25 車両 71 43 開発 56
8 世界 145 26 タバコ 69 44 導入 55
9 分煙 144 27 会社 68 45 対策 54
10 人 135 28 煙 68 46 調査 54
11 補助 115 29 愛煙 64 47 コーナー 53
12 駅 113 30 公共 64 48 店内 53
13 女性 100 31 教育 64 49 生活 53
14 全席 98 32 効果 62 50 トップ 52
15 嫌煙 92 33 商品 62 51 サービス 52
16 実施 87 34 路線 60 52 パイポ 50
17 条例 83 35 タクシー 59











そこで、三次元空間（図 2.Ⅱ）で距離の不適合度を見てみると、stress は 0.270 で 0.072
当てはまりが改善された。対象数や布置の次元数も考慮する必要があるが、およそ 0.05




とができる。「禁煙」を中心に、次元 1 が正でかつ次元 2 の 0 の方向に、「車両」、「路線」、
「全席」、航空」、「バス」など交通機関のグループを示している。同様に、次元 1 が負で次
元 2 が正の中頃に「嫌煙」、「運動」、「職場」、「条例」などタバコを抑制しようとするグルー
プを示している。次元 1 が 0、次元 2 が 10 の方向に「場所」、「コーナー」、「駅」、「分煙」、「実
施」、「タイム」など喫煙と禁煙を時間や空間で棲み分けしようとするグループを示してい
























最小頻出50 回以上の頻出語を基に KH Coder で筆者作成 
6.2　クラスター分析
　抽出語が多く、結果として布置の解釈が難しくなる場合、分析者の解釈を軽減する方法
として、KH　Coder は二次元 MDS 分析で布置された似通った語を、「バブル」と「色」


















　MDS と同じ語を用いて共起ネットワークで分析を行った（図 3. Ⅱ）。共起ネットワーク
では、次元の位置や語の間の遠・近には意味がなく、線で結ばれているか否かが重要である。
描画されている語数（node）は 45、共起関係の数（edge ＝線）は 41、密度（density）は .041
であった。ここで言う密度（density）とは、実際に描かれている共起関係の数を、存在し
うる共起関係（edge= 線）の数で除したものである（樋口，2014）。Min.	Jaccard 係数は、
36 であった。共起関係の媒介性に基づくサブグラフ検出を行った結果 6 分類が示された。



















































































































































をとる」との決議を採択したことが契機となって、国内線では 1998 年から航空 3 社が全
席禁煙となり、1999 年には、国際線も全席禁煙になった。JR は「禁煙車」表示から「喫
煙車」表示に変えて分煙化を進め、また、民間企業のオフィスでも OA 化の普及に伴い煙













1	 2018 年 9 月 17 日アクセス。
2	 男性の喫煙者率が 75.1%（1976 年）～ 29.7%（2016 年）であるのに対して、女性の喫煙者





3	 2011 年に「禁煙」の出現数が激減しているのは、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の影響
と思われる。ちなみに震災関連の言説の 2010 年と 2011 年の日経四紙の出現数は次の通り。
「震災」531 件→ 34794 件、「津波」272 件→ 5374 件、「原発」1262 件→ 10362 件、「停電」
238 件→ 2572 件。まさに桁違いの出現数の増加で新聞が震災関連記事で埋め尽くされていた
ことがわかる。
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